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1.問 題 と 目的

増加 を続けていた大学進学適齢期 の18才 人 口が数年前 か ら一・転 して減少に転 じ、いよい

よ大学 の冬の時代到来 を実感 させ られる。社会においては様々な物 品が氾濫 し、 また精神

的 にはボー ダ レス時代 といわれてい るよ うに、いわゆ る"男 であること"や"女 であるこ

と"と い う性役割の獲得 を延期す る若者が増加 していると言われてい る。

青年期 におけ る人格形成 と精神的健康 に関す る我 々の一連の研究(井 上他1989,1990;

三川他1989,1990,1991)で は、1989年 に作成 した性役割尺度 を中心 に、 自我同一性地位、

役割受容や充実感、 自我機能など様 々な要因との関連 を考察 し、青年期 の人格形成につい

て検討を行 って きた。 しか し、収集 した資料 を もとに中心的尺度 である性役割尺度の4因

子間すなわち男性性2因 子(男 性統合性、男性典型性)、 女性性2因 子(女 性統合性、女

性典型性)の 関連 について分析 した結果、必ず しもそれぞれ2因 子 が抽 出 しえず、 またど

の因子 にも負荷せず、因子的妥 当性の観点か らみ ると不適切 な項 目が含 まれてい ることが

判 明 した。井上 ら(1993)は 、問題点を改善 し新たな性役割尺度を作成す るために、1990年

か ら2年 間集積 した資料 をもとに再度検討を加 え、新性役割尺度を開発 した。

そ こで本研究では、一連の研究 を踏まえて、特 に女子 にとって進学 を決定す るうえで重

要なポイソ トとな ってい る短期大学学生 と四年制大学女子1・2年 生 との比較 を通 して、

青年期の人格形成 の中心課題である性役割形成 と自我 同一性地位及 び価値観 との関連を検

討す る。

*追 手門学院大学
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II.方 法

(1)調査票の構成

① 性役割の測定

性役割 の測定 には、井上 ら(1993)が 新 たに作成 した 「性役割尺度」 を用 いた。 「性役割

尺度」 は、 「統合的男性性」 「行動的男性性」 「態度 ・関心的男性性」 「統合的女性性」

「行動的女性性」 「態度 ・関心的女性性」 の6側 面について各6項 目で構成 され、それぞ

れの項 目が自分 自身 にどの程度あてはまるかを 「非常 によ くあてはまる」か ら 「まった く

あてはまらない」 までの5段 階で 自己評定 させ るものであ る。本研究では、特 に女子学生

について検討 を加 え るので、女性性役割3尺 度 のみを使用 した。 また、得点化 にあたって

は、 「非常によ くあては まる」 と回答 した方向から、5点 ～1点 を与 える。(付 表1)

② 自我同一性地位 の測定

自我同一性地位 を決定 するために、 「探索」 および 「傾倒」の程度を測定す る 「自我同

一性尺度」(三 川 ら
,1989)を 用 いた。 この尺度は、 「職業」 「価値」 「学業」の3領 域

のそれぞれにおける、探索 と傾倒の程度 をそれぞれ8項 目、計48項 目で測定す るものであっ

た。 この尺度は、各項 目の記述文 がどの程度 自分にあてはまるかを考 えさせ、 「性役割尺

度」 と同様 に 「非常 によくあてはまる」か ら 「まった くあてはま らない」 までの5段 階で

自己評定 させ るものであった。得点化 にあた っては、 「探索」 および 「傾倒」を表す方 向

か ら5点 か ら1点 を与 えた。 なお、 自我同一性地位 の決定 には、各領域 ごとに 「探索」

「傾倒」 の得点を組み合わせ、それぞれの被験者 を領域 ごとに 「達成」 「モ ラ トリアム」

「早期完了」 「拡散」の4地 位 に分類す る。(付 表2)

③価値観の測定

価値観 の測定 には、井上 ら(1993)が 作成 した 「価値観尺度」 を用 いた。 「価値観尺度」

は、 「1.自 己成長性」 「II.経 済的安定性」 「III.自立性」 「IV.身 体活動性」 「V.

対人志 向性」rV【.愛 他性」 「冊.社 会的評価」 「1皿.家庭生活」rlX.学 歴尊重」rX.

健康性」 の10尺 度各6項 目、計60項 目からなる。 この尺度は、項 目の内容が被検者 にとっ

てどの程度重要かを質問 し、 「非常 に重要 である」か ら 「まった く重要でない」 までの6

段階で評定 させた。得点化にあた っては、 「非常 に重要で ある」 と回答 した方向から6～

1点 を与 えた。(付 表3)

(2)調査対象 ・時期

被検者 は、1994年4月 ～7月 にかけて大阪府下 のO学 院大学、0女 子大学、和歌山県下

のW大 学及 び兵庫県下の0女 子短期大学の大学生を対象 に調査 を行 った。

本研究では、特 に短期大学生 と四年制女子大学生、特 に1・2年 生 との比較検討を 目的
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に行 うの で 、女 子大 学 生 の デー タのみ を使 用 した。

な お、調 査 表 の フ ェイ ス ・シー トには、 性 別 ・学 年 ・年齢 の記 入 を求 め た。

被検 者 は、短期 大学 生399名 、四年 制大学 生女 子(1・2年 生)443名 、計842名 で あ っ

た。

III.結 果 と考 察

(1)性役割、 自我 同一性及び価値観の短期大学生 と四年制大学女子1・2年 生 との差 につ

いて

性役割 、自我 同一性及 び価値観について、すべてのデータを用 いて平均 とSDを 求 め、

平均の差 の検定(t検 定)結 果が、表1で ある。

まず、性役割 においては 「統合的女性性」 「行動的女性性」 「態度 ・関心的女性性」の

いずれにおいても有意 な差はみ られなか った。

次に、自我 同一性 についてであ るが、 「職業」 「価値」 「学業」のそれぞれの 「探索」

「傾倒」すべてにおいて、四年制大学女子1・2年 生の方が1%～0 .1%水 準で有意 に高

かった。 この ことか ら、四年制大学女子1・2年 生の方が短期大学生 に比べて進学す る際、

志望校決定時 に、将来の 自分の職業や生 き方、あるいは自分 の専攻 したい学科について積

極的 に探索 し、その上で 自己を投入 していることが推察で きる。それ に対 して短期大学生

は、四年制大学女子1・2年 生に比べて 自分が将来就 きたい職業や進学 したい学科や専攻、

自分 自身の生 き方 についてあ まり深 く考 えず に決定 してい るのではないかと考 え られ る。

価値観 については、 「1.自 己成長性」 とrIII.自 立性」で四年制大学女子1・2年 生

の方が0.1%水 準で有意 に高 く、 「II.経 済的安定性」 「冊.社 会的評価」 「V皿.家庭生

活」においては、0.1%水 準で、 「V.対 人志向性」では1%水 準で、 「F1.身 体的活動」

と 「IX.学 歴尊重」 では、5%水 準でそれぞれ有意 に短期大学生 の方 が高か った。 この こ

とか ら四年制大学女子1・2年 生は、"自 分の能力 を高めること"や"自 分 として成長 す

ること""自 分 に責任 をもつこと"な ど自分 自身の成長や 自己の 自立 に関す ることに価値

をおいてお り、短期大学生 は"経 済的に豊かな生活をす ること""他 人か ら認め られ るこ

と"或 いは、"満 足で きる結婚生活をお くること"な ど経済的 ・家庭的に安定 し、他人 か

らも認め られたいとい う社会的評価に価値をおいていると考 えられ る。

(2)性役割 と自我同一性地位 の決定要因 と しての 「探索」 「傾倒」 との関係

性役割 と自我 同一性 との関係 を検討す るため に、性役割の女性性3尺 度 と職業、価値、

学業の各領域 ごとに、 「探索」 「傾倒」尺度 との相関を ピアソソの相関係数 によって算出
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表1短 期大学生と四年制大学女子1・2年 生との性役割 ・自我同一性 ・

価値観の平均とSDお よび平均の差の検定

下 位 尺 度
短期大学生

(N=399)

四年制大学女子1・2年 生

(N=443)

性 統 合 的 女 性 性18.03(4.31)

役 行 動 的 女 性 性17.83(3.04)

割 態 度 ・関 心 的 女 性 性20.51(4.23)

17.95(4.80)

17,95(3.50)

20.28(4.22)

自

我

同

性

職 業 領 域

価 値 領 域

学 業 領 域

探索

傾倒

探索

傾倒

探索

傾倒

28.59(5.86)<<<

22.29(5.71)<<

26.33(5.93)<<<

20.82(5.21)<<

26.05(5.19)<<

25.67(5.95)<<<

30.32(5.60)

23.54(6.25)

28.67(6.19)

22.04(5.91)

27.12(5.32)

29.63(5.58)

価

値

観

1.自 己 成 長 性

II.経 済 的 安 定 性

III.自 立 性

IV.身 体 的 活 動

V.対 人 志 向 性

VI.愛 他 性

町.社 会 的 評 価

㎜.家 庭 生 活

D(,学 歴 尊 重

X。 健 康 性

20.04(2.54)

18.86(2.97)

19.60(2.28)

17.00(2.81)

18.66(2.77)

17.10(2.99)

16.54(3.21)

18.18(4.06)

13.42(3.76)

20.57(3.03)

<<<

〉 〉>

<<<

〉

>>

〉 〉 〉

〉>〉

>

21.05(2.26)

17.50(3.20)

20.17(2.27)

16.59(3.22)

18.02(2.97)

16.80(3.40)

15.76(3.21)

16.21(4.66)

12.83(3.82)

20,21(3.15)

<:p<,05<<:P<.01<<<:P<.001

し、短期大学生 の結果 を表2-1に 、四年制大学女子1・2年 生の結果を表2-2に 示 し

た。

まず、短期大学生についてみてみ ると、統合的女性性 の職業領域 の 「探索」、価値領域

の 「傾倒」 に1%水 準で、職業領域及 び学業領域 の 「傾倒」 と価値領域の 「探索」 に5%

水準でそれぞれ有意な正の相関が見 られた。行動的女 性性尺度では、職業領域の 「探索」、

価値領域 の 「傾倒」及び学業領域の 「探索」 「傾倒」で1%水 準の、また職業領域 の 「傾

倒」 と価値領域の 「探索」では5%水 準 のそれぞれ有意な正の相関が見 られた。態度 ・関

心的女性性については、職業領域、及び価値領域の 「探索」 においては1%水 準で、学業

領域の 「探索」では5%水 準で有意 な正 の相関が認 め られた。つま り、統合的女性性や行

動的女性性を獲得 している女性は、自分の将来 の職業や 自分 の生 き方について、いろいろ

と悩み、考 え、探索 した結果、 自分 の進 むべき道 を発見 し自己を投入す ると考 え られる。

しか し、 自分の進学 したい学科や専攻 については、行動的女性性は、 自分 の進学 に積極的
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表2-1短 期大学生の性役割と自我同一性との相関(N=399)

下 位 尺 度

職 業 領 域

探索 傾倒

価 値 領 域

探索 傾倒

域

倒傾

領業

索

学

探

統 合 的 女 性 性

行 動 的 女 性 性

態度 ・関心的女性性

.2132**.1180*

.1751**.1352*

。1771**一.0045

.1435*.3432**.0601.1473*

.1414*.3356**.2016**.3105**

.3279**一.0363.1354*.0376

*p<
.05**p<.01

表2-2四 年制大学女子1・2年 生の性役割と自我同一性との相関(N=443)

下 位 尺 度

域

倒傾

領業

索

職

探

価 値 領 域

探索 傾倒

域

倒傾

領業

索

学

探

統 合 的 女 性 性

行 動 的 女 性 性

態度 ・関心的女性性

.2882**.2884**.1665**.5032**.1063*.2785**

.2265**.2203**.1246*.3283**.0873.2629**

.1990**.0775.2761**.0130,0928.1182*

*p<
.05**p<.01

に探索 した後、専攻を決定 しそれに向けて努力す るが、統合的女性性はあま り迷 うことな

く専攻 を決定 してい るといえ る。 また、態度 ・関心的女性性を獲得 している女性は、 自分

の将来的展望 に対 していろいろと思 い巡 らすのではあ るが、現実 に進 むべ き方 向を探 し得

ず、全力 を投入で きないのではないだろ うか。

次に、四年制大学女子1・2年 生 についてみてみ ると、統合的女性性の職業領域 の 「探

索」 と 「傾倒」、価値領域 の 「探索」 と 「傾倒」及び学業領域 の 「傾倒」 において1%水

準で有意は正 の相関 を示 し、学業領域 の 「探索」で も5%水 準で有意な正の相関を示 した。

行動的女 性性では、職業領域 の 「探索」 と 「傾倒」、価 値領域 の 「傾倒」 、学業領域 の

「傾倒」でそれぞれ1%水 準で有意 な正 の相関を、 また価値領域 の 「探索」では5%水 準

で有意な正の相関を示 したが、学業領域の 「探索」では、有意 な相関は認め られなか った。

態度 ・関心的女性性では、職業領域 と価値領域の 「探索」 で1%水 準で、 また学業領域 の

「傾倒」 で5%水 準で有意 な正 の相関を示 したが、職業領域及び価値領域の 「傾倒」、学

業領域の 「探索」では有意差 はみ られなか った。 これ らの ことか ら考 えると、四年制大学

女子1・2年 生において、統合的女性性を獲得 しているものは、 自分の進みたい専攻や仕

事、生 き方 とい う自分 の将来設計に対 して積極的 ・肯定的 に探索 し、その上で 自分の進む

べ きものに全力 を投入 してい る。行動的女性性については、 自分の将来の仕事や生 き方で

は、統合的女性性 と同 じ様 な ことがいえるのだが、 自分 の進学 したい専攻や学科 において

は、積極的に探索す るとい うよ りもむ しろ周囲の意見や環境を考慮 した うえで決定 し、適

進 していると考え られ る。 また、態度 ・関心的女性性 では、将来の職業や 自分の生 き方を
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あれ これ考 えるのであるが、必ず しも自己のエネルギーを投入するまで には至 らず、絶 え

ず試行錯誤 を繰 り返 してお り、今の学科や専攻 について も周囲の意見や 自分 が置かれてい

る環境 に従 ってい るのではないかと推察で きる。

以上 のことから短期大学生 と四年制大学女子1・2年 生を比較 した時 に大 きく異 なるの

は現在 の学科や専攻の選択等の学業領域で ある。短期大学生は、女性の行動的 ・伝統的な

態度の側面 を持 っている程、積極的に学業 について探索 してい る。特に、行動的女性性は

学科 や専攻 を決定す るときに自己を深 く考 え、その上で決定 していると考 えられ るのに対

して、四年制大学女子1・2年 生では、統合的 な女性性 を持 ち合わせている女性ほ ど、学

科や専攻 を決定す る際 に自己 を深 く探索 し、その後 、全力を投入す るといえる。

(3)性役割 と価値観 との関係

性役割 と価値観 との関係 を検討す るために、性役割 の女性性3尺 度 と価値観10尺 度 との

相関を ピア ソソの相関係数 によって算出 し、短期大学生 の結果を表3-1に 、四年制大学

女子1・2年 生 の結果 を表3-2に 示 した。

まず、短期大学生についてみてみ ると、統合的女性性 は、 「1.自 己成長性」 「II.経

済的安定性」rlII.自 立性」rIV.身 体的活動」rV.対 人志向性」 「田.社 会的評価」

の6尺 度 と1%水 準で有意な正の相関 を示 し、 「IX.学 歴尊重」 とは5%水 準で有意な正

の相関を示 した。行動的女性性 とは、 「1.自 己成長性」 「III.自立性」 「IV.身 体的活

動」 「V.対 人志 向性」rVI.愛 他性」 「皿.社 会的評価」rVIII.家 庭生活」 と1%水 準

で、また 「IX.学 歴尊重」 「X.健 康性」 とは5%水 準 でそれぞれ有意な正 の相関 を示 し

た。態度 ・関心 的女性性 は、全ての尺度 と有意な正 の相 関を示 したが、中で もrI.自 己

表3-1短 期大学生の性役割と価値観との相関(N=399)

下位尺度

統合的女性性 行動的女性性 態度 ・関心的

女 性 性

性

性

性

動

性

性

価

活

重

性

蕪
∴
∵
轡
∵

自

経

自

身

対

愛

社

家

学

健

L

且

肛

凡

紘

旺

π

皿

凪

L

.2453**

,1940**

.2432**

.1987**

.2322**

.0638

.3468**

.0975

.1383**

.0644

.2078**

.0945

.2174**

,1647**

.2370**

.2151**

.2942**

,3406**

.1479*

.1210*

.2409**

.1581**

.2482**

.1209*

.1726**

.1519**

.2734**

,2980**

.1457*

.1239*

*p<
.05**p<.01
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表3-2四 年制大学女子1・2年 生の性役割と価値観との相関(N=443)

下位尺度

統合的女性性 行動的女性性 態度 ・関心的

女 性 性

性

性

性

動

性

性

価

活

重

性

綴
∴
∵
轡
∵

自

経

自

身

対

愛

社

家

学

健

L

且

皿

皿

紘

戦

肌

皿

凪

L

.2939**

.0059

.3057**

.2789**

.1593**

.1078*

.1420**

.1346**

一
,0793

.0990*

.2494**

.0619

.1917**

.1978**

.3114**

,3616**

.2317**

.3144**

一
.0129

.2410**

.2187**

.0339

。1103*

.1190*

.1432**

.3070**

.2837**

.1396**

,0786

,1266*

*p<
.05**p<.01

成長性」 「II.経 済的安定性」 「III.自立性」 「V.対 人志向性」 「VI.愛 他性」 「VH.

社会的評価」 「㎜.家 庭 生活」 とは1%水 準 で、 「IV.身 体的活動」rlX.学 歴尊重」

rX.健 康 性」 とは5%水 準で有意 な正 の相関があった。

この ことか らまず いえることは、性役割の女性性は、いずれ も"自 分の能力 を高め、心

を豊 かにす ること""自 分 に責任 をもち、 自立す ること""友 人を多 くつ くり、 グループ

で活動す ること"や"周 囲か ら高 い評価 を受げ ること"を 重視す る傾向 と関連す るといえ

る。次 に個 々にみてみ ると、統合的女性性は、 「V皿.社会的評価」や 「1 .自 己成長性」

「III.自立性」 と他 に比較す ると高い相関を示 しているが、 「VI.愛 他性」 「V皿.家庭生

活」 と 「X.健 康性」 の3尺 度 とは相関はみ られなかった。つ ま り、統合的女性性は、積

極的で 自己主張的であるとい う要素 を併 せ持 っているので、どち らかとい うと生活や健康、

他者への援助 よりも、 自分の能力を高めた り、社会か ら高 い評価 を受けることを重視す る

のではないだろ うか。行動的女性性 は、結婚 し子 どもや家庭を もつ ことと最 も深い関係 を

示 しているが、安定 した収入 を得 るとい う経済的安定性 とは、関係 はみ られなか った。つ

ま り、行動的女性性 が、協調性や女 らしさ、幸福感 とい う要素 から構成 されてい るとい う

ことを考え ると、経済的 に安定 した生活 をお くることよ り、む しろ精神的 に安定 した生活

をお くることを重視 しているといえる。態度 ・関心的女性性 は、価値観 の全ての尺度 と関

連 があ ることか ら、安心感を求め るほど、すべての価値 を重視 して いることがわかる。

次に、四年制大学女子1・2年 生についてであ るが、統合的女性性は、 「1.自 己成長

性」 「IIL自 立性」 「Iv.身 体的活動」rv.対 人志向性」 「1皿.社会的評価」 「vm.家

庭生活」 と1%水 準で有意な正の相関 を示 し、 「VI.愛 他性」 「X.健 康性」 とは5%水
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準で有意 な正の相関を示 したが、 「II.経 済的安定性」 「D(.学 歴尊重」 とは、有意 な相

関は見 られ なか った。行動的女性性 は、 「1.自 己成長性」 「IIL自 立性」rIV.身 体的

活動」rV.対 人志向性」 「珊.愛 他性」 「孤.社 会的評価」 「V皿.家庭生活」rX.健

康性」 との間 に1%水 準で有意 な正 の相関が認め られた。態度 ・関心的女性性は、 「1.

自己成長性」 「V.対 人志向性」 「V【.愛他性」 「1肛.社会的評価」rV皿.家 庭生活」 と

は1%水 準で、 また 「III.自立性」 「X.健 康性」 とは5%水 準でそれぞれ有意な正の相

関を示 した。 これ らの ことから、共通 していえることは、性役割の女性性は、 自分や家族 、

仲間を大切 にす ること、また社会か ら承認 され ることと深 い関係 があ ることがわかる。

しか しなが ら、性役割 の女性性は、いずれ も 「II。経済的安定性」 および 「IX.学 歴尊

重」 と有意な相関を示 さず、 これ らの価値観は、性役割 の女性性 とは関連 がないといえる。

短期大学生 と四年制大学女子1・2年 生 を比較 してみ ると、両群 とも女性性役割 は、

「1.自 己成長性」 、 「III.自立性」、rV.対 人志 向性」 および 「皿.社 会的評価」 と

は関係 がある。 また、短期大学生では 「IX.学 歴尊重」 と女性性役割 とは関連 があるのに

対 し、四年制大学女子1・2年 生では、全 く関係 がみ られなかった点が特徴的であった。

(4)自我 同一一性地位 の決定要因と しての 「探索」 「傾倒」 と価値観 との関係

自我同一性 と価値観 の関係 を検討す るために、 自我同一性 との職業 ・価値 ・学業の各領

域 ごとに、 「探索」 「傾倒」尺度 と価値観 の10尺 度との相関を ピアソソの相関係数によっ

て算出 し、短期大学生の結果を表4-1に 、四年制大学女子1・2年 生の結果を表4-2

に示 した。

まず短期大学生で あるが、職業領域の 「探索」が 「1.自 己成長性」、 「IIL自 立性」、

表4-1短 期大学生の価値観と自我同一性との相関(N=399)

下位尺度

職 業 領 域

探索 傾倒

価 値 領 域

探索 傾倒

学 業 領 域

探索 傾倒

*

*

*

*

*

*

*

*

2

3

5

3

5

0

9

3

9

3

　

　
よ

　む

　

　

　

　

　
リ

ハリ

　

　

　

　
リ

ワ
の

　
リ

ワ
お

ら

ハリ

ヨ

　
り

3

⑩

2

'
1

'
0

ユ

。
1

'
0

⑩

沿

性

性

性

動

性

性

価

活

重

性

蕪
∴
∵
轡
∵

自

経

自

身

対

愛

社

家

学

健

L

皿

皿

凡

紘

孤

π

皿

凪

瓦

.1846**

一 .0076

.1810**

,0825

-
.0427

,0636

.1062

-
.0467

.0108

-
.0033

.3783**

.0125

.3071**

.0598

- .0143

.1040

.1463*

.0381

.0430

- .0026

.1240*

一
.0811

.1273*

.0364

-
.0199

- .0514

.0736

.0053

- .0328

- .0632

.1498**

.0071

.1074

.0065

.0316

.0469

,0738

.1028

.OO64

.0897

,1354*

.0597

.1346*

.0067

.0454

.0544

.0720

.1279*

.0048

- .0286

*p〈
.05**p<.01
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表4-2四 年制大学女子1・2年 生の価値観と自我同一性との相関(N=443)

下位尺度

職 業 領 域

探索 傾倒

価 値 領 域

探索 傾倒

学 業 領 域

探索 傾倒

性

性

性

動

性

性

価

活

重

性

綴
∴
∵
轡
∵

自

経

自

身

対

愛

社

家

学

健

L

且

皿

侃

紘

靴

吼

肌

凪

L

.3400**

.0679

.3465**

.2047**

.0470

.2235**

。1860**

.0298

.0583

.0857

.1956**

～
.0604

。1942**

.1034*

一
.0366

.1443**

.0918

.0414

.0363

.0278

.3682**

一
,1251*

.2819**

,1311**

一
,0573

.1800**

.0988*

.Ol38

- .0655

-
.0489

.2179**

一
.1149*

.1798**

,1595**

一
.0165

.0669

.0205

.1320**

一 .0410

-
.0222

.2014**

一 .0164

.1713**

.0792

.0130

.1894**

.1329**

。0318

.0543

-
.0681

.1976**

一
,0590

,2330**

.1251*

.0397

.1573**

.0332

-
.0239

-
.0330

.0150

*p<
.05**p<.01

「皿.社 会的評価」 と1%水 準で有 意な正 の相関 を示 したほか、rIV.身 体的活 動」や

rVI.愛 他性」 と5%水 準で有意な正の相関 を示 した。 また、 「傾倒」 は 「1.自 己成長

性」お よび 「III.自立性」 と1%水 準で有意 な正 の相 関を示 した。 この結果 か ら見 ると、

将来の職業 について迷 いや探索の経験 し、その うえで 自分の職業 を決定す るには、 自己成

長や 自立 に関す る価値 が深 く関係 してい ることが理解 で きる。

価値領域 についてみると、 「探索」 とは 「1.自 己成長性」 と 「III.自立性」 とに1%

水準で、 「田.社 会的評価」 とは5%水 準で有意 な正 の相関を示 した。 また、 「傾倒」 と

は 「III.自立性」 とrI.自 己成長性」 とに5%水 準で有意な正の相関 を示 した。 この こ

とか ら、 自分 の生 き方 について深 く考え、人生の 目標 を もつためには、 自己成長性や 自立

性 とい う価値観が関連 しているといえる。

学業領域 については、 「探索」 が 「1.自 己成長性」 と1%水 準で有意な正の相関を示

した。 また、 「傾倒」は 「1.自 己成長性」、 「III.自立性」お よび 「皿.家 庭生活」 と

5%水 準でゆ ういな正の相関を示 した ことか ら見 ると、将来 の学科や専攻 に迷 いや探索 の

経験 があるほど、 自己成長性に関す る価値観 を重視 してお り、 コミッ トメソ トが高いほど

自己の能 力や信念、或いは家庭生活に関す る価値観 と関係 してい ると解釈す ることがで き

よう。

次 に四年制大学女子1・2年 生の職 業領域 については、 「探索」 と 「III.自 立性」、

rI.自 己成長性」、 「VI.愛 他性」、 「IV。身体的活動」、 「田.社 会的評価」 との間

で1%水 準で有意な正 の相関を示 した。 また、 「傾倒」 とは 「1.自 己成長性」、rIII.

自立性」お よび 「VI.愛 他性」 と1%水 準で、 「W.身 体的活動」 とは5%水 準で有意な
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正の相関を示 した。 この結果か ら、 自己成長性、 自立性及び他者援助 に関す る価値を もつ

ことが、将来の職業選択 と関係 があ るといえる。

価値領域 については、 「探索」 と 「1.自 己成長性」、 「III.自立性」、 「VI.愛 他性」、

お よび 「IV.身 体的活動」が1%水 準で、 「皿.社 会的評価」 とは5%水 準でそれぞれ有

意な正の相関 を示 したが、 「II,経 済的安定性」 とは、5%水 準で有意 な負の相関 を示 し

た。 つま り、身体的 ・精神的な人間 としての成長 や他者 への援助 を志 向す るほど、自分の

生 き方や価値観 に関 して迷いや探索 を多 く経験す ると解釈で き、また、そのよ うな探索 を

多 く経験 をす ることは、経済的安定性 を重視 しない ことが理解 できる。 「傾倒」について

み ると、 「1.自 己成長性」、 「III.自立性」、 「IV.身 体的活動」 と 「皿.家 庭生活」

との問 において1%水 準で有意な正の相関を示 し、 「II.経 済的安定性」 との問では5%

水準で有意 な負の相関を示 した。 この結果か ら、 自分の生 き方や人生の 目標 が定 まってい

るほ ど、人間 と しての成長や家庭生活 とい う価値を志 向す るが、経済的 な安定は志 向 しな

いと解釈で きる。

学業領域 については、 「探索」では、rI.自 己成長性」、 「VI.愛 他性」、 「III.自

立牲」 および 「VII。社会的評価」 と1%水 準で有意な正の相関を示 した。 また、 「傾倒」

では 「III。自立性」、 「1.自 己成長性」お よび 「VI.愛 他性」 と1%水 準で、 「IV.身

体的活動」 と5%水 準で有意 な正 の相関を示 した。 この結果 から、自分の専攻 に迷 いや探

索 を経験 しているほ ど、人間 と しての成長や他者への援助 、社会か らの評価を志向す る傾

向があ り、 また自分 の専攻 に コミッ トメソ トしているほど、 自分 自身の成長や他者への援

助 を志向 している傾 向があ ると解釈す ることがで きよう。

以上の ことか ら、短期大学生 と四年制大学女子1・2年 生 を比較す ると、 自己の能 力を

高 め人間 と して成長 することや 自力で問題 を解決す ることとは、共通 して 自我 同一性 と関

係 がある。特に、四年制大学女子1・2年 生では、人生 の 目標 が明確 にな ると、経済的 な

安定性をそれほど重視 しな くなる。 また、身体的活動を志向す ることは、 自分の生 き方 や

将来の職業 と関係 している。 さらに人 々のために役立つ ことに価値 をお くことは職業や学

業 を選択す る上で重要なポイソ トであると解釈で きる。学業領域 において、自分の専攻 に

迷 いや探索 を経験 し、その うえで 自己を投入す るには、四年制大学生では、自己の成長 や

他者 への援助 に関す る価値 を志 向す ると関係す るが、短期大学生では、 自己の成長 に関す

る価値 を志 向す ることが探索 も傾倒 も経験 すると解釈で きる。

(5)自我同一性地位 と性役割 との関連

自我同一性地位 の 「達成」 「モ ラ トリアム」 「早期完了」 「拡散」 のそれぞれにおいて、

女性性役割 の各側面 がどの程度達成 されてい るかを検討 した。

自我 同一性地位の決定 にあた っては、表5に 示 した四年制大学女子全 員の 「探索」及び

一38一

N工 工一ElectrOnlcLlbrarySe-vlce



OtemaeUnlverSlty

大手前女子短期大学 ・大手前栄養文化学院 ・大手前 ビジネス学院 「研究集録」第14号(1994年)

表5自 我同一性地位尺度の平均とSD

下 位 尺 度
四年制大学女子全体

(N=572)

索

倒

索

倒

索

倒

探

傾

探

傾

探

傾

域領業職

域領値価

域領業学

30.35(5.56)

23.58(6.29)

28.59(6.15)

22.07(5.88)

27.12(5.26)

29.61(5.46)

表6各 領域ごとの同一性地位の度数

短期大学生(N=399) 四 年 制 大 学 女 子1・2年 生(N=443)

達 成 モラトリァム 早期完了 拡 散 達 成 モラトリアム 早期完了 拡 散

職業領域

価値領域

学業領域

83

47

65

67

89

88

58

84

32

191

191

214

146

118

132

80

119

73

118

58

95

119

143

143

「傾倒」尺度の平均値 とし、各個人の得点に基づいて4つ の同一性地位 のいずれかに分類

した。 すなわち、それぞれの領域 ごとに 「探索」及 び 「傾倒」 がともに基準値以上 の群 を

『達成』 と し、 「探索」は基準値以上であるのに対 して 「傾倒」は基準値未満 の群 を 『モ

ラ トリアム』 と した。 また、 「探索」は基準値未満であ るのに対 して 「傾倒」は基準値以

上の群 を 『早期完了』 と し、 「探索」及 び 「傾倒」がいずれ も基準値未満の群 を 『拡散』

と した。なお、それぞれの領域 におけ る各地位 の出現度数を表6に 示 した。

次 に自我 同一性地位の各地位 におけ る性役割の達成の程度 を検討す るために、それぞれ

の地位 ごとに女性性役割3尺 度 の平均 と標準偏差を求め、一元配置 の分散分析 によって検

定 した結果 を表7-1と 表7-2に 示 した。

まず、短期大学生について検討す る。

職業領域において、4つ の自我 同一性地位間に有意な条件差 が認め られたのは、 「統合

的女性性」 と 「態度 ・関心的女性性」の2尺 度 であった。 この うち、 「統合的女性性」に

ついては、 『達成』 が最 も高 く、 『拡散』が最 も低い得点 を示 した
。 つま り、職業 に対 し

て前 向きにその内容 を理解 し、打 ち込 むためには、統合的女性性の獲得が関係 していると

思 われ る。 また、態度 ・関心的女性性 を獲得す ると職業選択 において 自分の進 むべき方 向

性 を暗中模索 してい ると思われ る。

価値領域については、3つ の女性性役割すべてにおいて、 自我 同一性地位間 に有意 な条

件差が認め られた。特 に、 『達成』 はすべての尺度 において最 も得点が高 く、統合的女性

一39一

N工 工一ElectrOnlcLlbrarySe-vlce



OtemaeUniverSity

性役割形成 と自我同一性地位及び価値観 との関連

表7-1自 我同一性地位と性役割との関係(短 期大学,N=399)

自我同一性地位

達 成 モ ラ ト リア ム 早 期 完 了

(N=83)(N=67)(N=58)

拡 散 分 散 分 析

(N=191)F(3,395)

職

業

領

域

性 役 割

統 合 的 女 性 性19.06(4.47)18.48(4.17)18.17(4.34)17.39(4.17)3.306*

行 動 的 女 性 性18.23(2.83)18.39(3.07)17.79(2.92)17.47(3.11)2.130

態 度 ・関 心 的 女 性 性21.37(4.20)21.76(4.25)19.50(4.60)20.01(3.93)5.277**

自我同一性地位

達 成 モ ラ トリア ム 早 期 完 了

(N=47)(N=89)(N=84)

拡 散 分 散 分 析

(N=191)F(3,395)

価

値

領

域

性 役 割

統 合 的 女 性 性21.36(4.24)17.63(4.22)19.23(4.05)16.80(3.87)18.828**

行 動 的 女 性 性19.89(3.28)17.90(3.45)18.50(2.86)16.94(2.43)15.148**

態 度 ・関 心 的 女 性 性22.51(4.14)22.26(4.14)19.40(4.11)19.64(3.86)14.331**

自我同一性地位

達 成 モ ラ ト リア ム 早 期 完 了

(N=65)(N=88)(N=32)

拡 散 分散 分 析

(N=214)F(3,395)

学

業

領

域

性 役 割

統 合 的 女 性 性18.63(4.61)17.89(3.89)20.16(4.44)17.59(4.22)3.854**

行 動 的 女 性 性18.94(3.01)17,74(2.58)19.19(3.27)17.33(3。04)7.295**

態 度 ・関 心 的 女 性 性21.58(4.45)20.73(4.38)20.50(4.58)20.10(3.96)2。171

*:p< .05**:p<.01

性 と行動的女性性では 『拡散』の、態度 ・関心的女性性ではr早 期完了』 の得点 が最 も低

か った。 この結果 か ら、短期大学生 において女性性役割 を獲得す ることが、 自分 の人生 を

目標 づけ ると示唆 され る。

学業領域 では、 「統合的女性性」 と 「行動的女性性」において自我 同一性地位間 に有意

な条件差が認 め られた。両尺度 とも 『早期完 了』の得点が もっとも高 く、 『拡散』 の得点

がもっとも低 かった。つ まり、統合 された女性性や伝統的な女性性 を獲得 していると、学

科や専攻 を決定す る際 において、迷 いや探索を経験 しない と考 えられ る。

次 に四年制大学女子1・2年 生について検討 してみ よう。職業領域では、性役割のすべ

ての尺度で自我 同一性地位間に有意な条件差が認 め られた。 この うち、 「統合的女性性」

と 「行動的女性性」のそれぞれの 『達成』 の得点が最 も高 く、 『拡散』が最 も低 い得点 を

示 した。 また、 「態度 ・関心的女性性」の 『達成』 の得点 が最 も高 く、 『早期完了』が最

も低かった。 つま り、職業 に対 しての 自我同一性の確立には、女性性役割 の獲得 が必要で

あると思われ る。

価値領域について もすべての尺度で 自我同一性地位間 に有意な条件差 が認 め られた。中

で も 「統合的女性性」 と 「行動的女性性」 の 『達成』 の得点 が最 も高 く、 『拡散』 の得点
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表7-2自 我同一性地位と性役割との関係(四 年制大学女子1・2年 生,N=443)

自我同一性地位

達 成 モ ラ トリア ム 早 期 完 了

(N=146)(N;80)(N=118)

拡 散 分 散 分析

(N=119)F(3,439)

性 役 割

職 統 合 的 女 性 性19.49(4.97)18.06(4.85)17.87(4.90)16 .42(4.01)10.767**

蓋 働 的 女 脆 ・8・8・(3・72)17.89(3.49)・7.9・(2.73)・7.・6(3.42)5.6・2**

域 態 度 ・関 心 的 女 性 性21.55(4.31)19.96(4.29)19.00(4.35)19.79(3.69)7.602**

自我同一性地位

達 成 モ ラ トリア ム 早 期 完 了

(N=118)(N=119)(N=58)

拡 散 分 散 分 析

(N=143)F(3,439)

性 役 割

価 統 合 的 女 性 性20.64(4.88)16 .89(4.39)19.40(4.20)15.96(4.07)28.514**

犠 働 的 姥 性 ・9・22(3.75)17.37(3.46)・8.67(3.34)・7,・6(2.99)・ ・.85σ ・

域 態 度 ・関 心 的 女 性 性20.91(3.85)21.67(4.13)18.31(4.16)19.52(4.13)11.713**

自我同一性地位

達 成 モ ラ トリア ム 早 期 完 了

(N=132)(N=73)(N=95)

拡 散 分 散 分 析

(N=143)F(3,439)

性 役 割

学 統 合 的 女 性 性19 .47(4.81)16.75(4.73)18.67(4.41)16.68(4.58)10.613**

蓋 行 動 的 女 腕 ・8.88(3.66)・7.・1(3.69)・8.47(3.・3)17.・7(3.2・)7.87禁 ・

域 態 度 ・関 心 的 女 性 性20.70(4.25)20.11(3.73)20.38(4.52)19.91(4.18)0.867

*:p<
.05**:p<.01

が最 も低か った。 また、 「態度 ・関心的女性性」 の 『モ ラ トリアム』 の得点 がもっとも高

く、 『早期完 了』の得点が もっとも低か った。 つま り、人生の 目標 に 自己を投入す るため

には、統合的 あるいは伝統的 な女性性を獲得す ることが必要である。

学業領域 においては、 「統合的女性性」 と 「行動的女性性」の2尺 度で 自我同一性地位

問に有意な条件差が認 め られた。つ ま り、将来 の学科や専攻 に対 して積極的 に自己 を投入

す るには、統合的女性性 と行動的女性性を獲得す ることとが必要 となる。

(6)自我 同一性地位 と価値観 との関連

自我同一・性地位の 「達成」 「モ ラ トリアム」 「早期完了」 「拡散」のそれぞれにおいて、

価値観 の各側面 がどの程度達成 されてい るかを検討 した。 自我 同一性地位 の各地位 におけ

る価値観の達成の程度 を検討す るために、それぞれの地位 ごとに価値観10尺 度 の平均 と

標準偏差を求め、一元配置 の分散分析 によって検定 した結果 を表8-1と 表8-2に 示 し

た。

まず、短期大学生の結果 について検討 した。

職業領域 においては、 「1.自 己成長性」 「III.自立性」 「F1.身 体的活動」 「VI.愛
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他性」の4尺 度で 自我 同一性地位間に有意な条件差が認 められ、 「III.自立性」は 『達成』

の得点 が一番高か く、 またその他 の有意差が認 め られた尺度 については 『モ ラ トリアム』

の得点が最 も高 く、 『拡散』の得点が最低だ った。つま り、自分 の可能性を追求す ること

や社会 に貢献す ることに価値観を もっているものは、職業において積極的 に自己 と照 らし

合 わせ、マ ッチす るものを探 していると考 えられる。

価値領域 においては、rI.自 己成長性」 「II.経 済的安定性」 「III.自立性」rIV.

身体的活動」及 び 「1肛.社会的評価」の5尺 度で 自我 同一性地位間に有意 な条件差が認め

られた。有意差 が認め られた尺度の中で も 「II.経 済的安定性」だげは 『早期完了』 の得

点が最 も高 く、 『達成』の得点 が最 も低かった ことか ら、 自分 の生 き方について十分に考

えその上で自己投入す ると経済的な安定は重要視せず、逆 に探索せず に自己投入す ると非

常に経済的な価値観 を獲得す ると推察で きる。

学業領域 では、 「1.自 己成長性」 と 「III.自立性」のみに 自我同一性地位間に有意な

条件差 が認 め られ、いずれ も 『達成』地位の得点が もっとも高かった。従 って、学科や専

攻の決定 には、"自 分の能力 を高めること"と か"人 間的に成長す ること"等 に自己の価

値 をおいてい るほど、学科や専攻 について探索 を行い、その後に傾倒 して いると解釈で き

る。

次 に四年制大学女子1・2年 生の結果について検討 した。

職業領域 においては、 「1.自 己成長性」 「III.自立性」 「IV.身 体的活動」 「VI.愛

他性」 「V皿.社会的評価」の5尺 度で 自我同一性地位間に有意な条件差 が認 め られ、rL

自己成長性」 と 「IIL自 立性」 は、 『達成』 に得点が最 も高 く、 『拡散』 の得点 が最 も低

い。 「W.身 体的活動」 では、 『モラ トリアム』 の得点が最 も高 く 『拡散』の得点 が最 も

低い。 「VI.愛 他性」と 「VH.社 会的評価」では、 『達成』 の得点が最 も高 く 『早期完 了』

の得点 が最 も低か った。つま り、自分の能力や社会的貢献 に価値観 を持つ ことが職業領域

において十分 に打ち込む事 がで きる。

価値領域 においては、rII.経 済的安定性」 「V.対 人志 向性」 「㎎.社 会的評価」

「IX.学 歴尊重」 「X.健 康性」の5尺 度 を除 く尺度 で自我 同一性地位間 に有意な条件差

が認め られた。 つま り、 自分 の人生において 『達成』 の地位 を獲得す ると自己の能力や社

会貢献 、幸せ な家庭 などに価値 を置 くようになる。 また、家庭生活 に価値を持てなければ、

モ ラ トリアムの状態 に陥 る可能性を示唆 している。

学業領域 においては、 「1.自 己成長性」 と 「III.自立性」及び 「VL愛 他性」の3尺

度で 自我同一性地位間 に有意な条件差が認め られた。 この ことか ら、 『達成』の地位 に到

達す ると学業 においても自己の成長や 自立、社会的貢献 を中心的 な決定要因と して学科や

専攻を決定 してい るのではないだろ うか。
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表8-1自 我同一性地位と価値観との関係(短 期大学生,N=399)

自我同一性地位

達 成 モ ラ トリア ム 早 期 完 了

(N=83)(N=67)(N=58)

拡 散 分 散 分 析

(N=191)F(3,395)

職

業

領

域

価 値 観

1.自 己 成 長 性

II.経 済 的 安 定 性

IIL自 立 性

N.身 体 的 活 動

V.対 人 志 向 性

VI.愛 他 性

皿.社 会 的 評 価

V皿.家 庭 生 活

D(.学 歴 尊 重

X.健 康 性

20.84(2.34)21,03(2.73)19.98(2.58)

19.07(3.45)19.27(3,14)18.91(2.81)

20.43(2.25)20.39(2.14)19.50(1.98)

17.02(3,11)17.81(2.86)17.14(2.54)

18.41(2.85)19.25(2.76)18.60(2.85)

16.90(3.48)17,91(3.19)17.53(2.66)

17.13(3.41)16.76(3.58)16.36(3.23)

17.59(4.41)19.13(4.34)18.40(4.28)

13.67(4,19)13.24(3.78)13.28(3.65)

20.42(3.52)21.39(2.57)20,59(3.12)

19,36(2.31)

18.61(2.70)

18.99(2.23)

16.67(2.67)

18.59(2.67)

16.76(2.69)

16.27(2.92)

18.03(3.65)

13.41(3.58)

20.34(2,86)

11.650**

1.008

11.779**

2.801*

1.314

3.013*

1.576

1.974

0.206

2.093

自我同一性地位

達 成 モ ラ トリア ム 早 期 完 了

(N=47)(N=89)(N=84)

拡 散 分 散 分 析

(N=191)F(3,395)

価

値

領

域

価 値 観

1.自 己 成 長 性

II.経 済 的 安 定 性

III.自 立 性

N.身 体 的 活 動

V.対 人 志 向 性

VI.愛 他 性

皿.社 会 的 評 価

皿.家 庭 生 活

D【.学 歴 尊 重

X.健 康 性

21.79(2.08)20.96(2.37)19.92(2.48)

18.40(3,96)19.35(2.85)19.38(2.77)

20.91(2.31)20.40(1.94)19.69(2.44)

17.98(3.35)17,11(3.10)17.12(2.89)

18.66(2.91)18.99(2.83)18.60(3.00)

17.26(4.23)17.60(3.15)17.17(2.68)

17.38(3.93)17.06(3,36)16.64(3.03)

18.13(4.55)18.73(4.01)18.73(4.02)

13.09(4.52)13。85(3.48)13.69(3.52)

20.85(3,47)20、88(2.96)20.32(3、27)

19,18(2.36)

18.50(2.74)

18.82(2.02)

16.64(2.35)

18.54(2.55)

16.78(2.58)

16.02(2.90)

17.65(3.90)

13.16(3.76)

20.45(2.79)

20.926*

2.952*

18.064**

3.043*

0.557

1.579

3.486*

2.068

0.943

0.717

自我同一性地位

達 成 モ ラ トリア ム 早 期 完 了

(N;65)(N=88)(N=32)

拡 散 分 散 分 析

(N=214)F(3,395)

学

業

領

域

価 値 観

1.自 己 成 長 性

II.経 済 的 安 定 性

III.自 立 性

N.身 体 的 活 動

V.対 人 志 向 性

VI.愛 他 性

靱.社 会 的 評 価

V皿.家 庭 生 活

D【.学 歴 尊 重

X.健 康 性

21.02(2.32)

19,17(3.23)

20,34(2.41)

17.32(3.41)

18.66(2.75)

17.14(3.96)

17.09(3.72)

18.74(4.48)

13.28(4.02)

20,95(3,15)

20.00(2,45)

18.75(2.90)

19.56(2.07)

17.09(2.54)

18.74(2.51)

17.32(2.24)

16.31(2.87)

18.09(3.92)

13.11(3。53)

20.92(2.90)

20.81(2.52)

19.56(2。81)

20.00(2.28)

17.31(2.97)

19.09(2.74)

17.75(2.95)

17.06(3.29)

18.94(3.26)

13.78(3.76)

20.28(3.71)

19.64(2,53)

18.71(2.92)

19.34(2.26)

16.82(2.67)

18,57(2.87)

16.90(2.90)

16.40(3.14)

17.93(4.06)

13.53(3.76)

20.35(2.90)

6.186**

1.047

3.642*

0.736

0.360

0.996

1.220

1.078

0.386

1.227

*:p< .05**:p<.01
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表8-2自 我同一性地位と価値観との関係(四 年制大学女子1・2年 生,N=443)

自我同一性地位

達 成 モ ラ トリア ム 早 期 完 了

(N=146)(N=・80)(N=68)

拡 散 分 散 分 析

(N=149)F(3,439)

職

業

領

域

価 値 観

1.自 己 成 長 性

II.経 済 的 安 定 性

III.自 立 性

IV.身 体 的 活 動

V.対 人 志 向 性

VI.愛 他 性

田.社 会 的 評 価

1皿.家 庭 生 活

D(.学 歴 尊 重

X.健 康 性

21.75(1.86)21.43(2.07)20.97(2.32)

17.43(3.35)17.79(2.94)16.60(3.53)

21.00(2.00)20,76(2.18)19.53(2.34)

17.06(3。26)17.10(3.42)16.66(3.13)

18.13(3.13)18.15(2.91)17,26(2.91)

17.77(3.62)16.95(3.23)15,96(3,48)

16.31(3.26)15.86(3.05)14.88(3.62)

16.49(5.00)15.94(4.85)16.04(4,46)

13.00(4.13)12.54(3.59)12.19(3.86)

20.36(3.29)20.49(3.01)20.22(3.17)

20.21(2.41)

17.81(2,92)

19.34(2.16)

15.82(2.96)

18.19(2.82)

16.16(2.96)

15.56(2.93)

16.15(4.26)

13.11(3.57)

19.89(3.03)

13.123**

2.522

18.728**

4.665**

1.757

7.432**

3.374*

0.310

1.159

0。824

自我同一性地位

達 成 モ ラ トリア ム 早期 完 了

(N=118)(N=119)(N=58)

拡 散 分 散 分 析

(N=143)F(3,439)

価

値

領

域

価 値 観

1.自 己 成 長 性

II.経 済 的 安 定 性

IIL自 立 性

IV.身 体 的 活 動

V.対 人 志 向 性

VI.愛 他 性

皿.社 会 的 評 価

㎜.家 庭 生 活

D(.学 歴 尊 重

X.健 康 性

22.20(1.54)21.41(2.08)20.24(2.54)

16.81(3.29)17.57(3,46)17.88(2.93)

21.14(2.04)20.35(2.19)19.60(2。43)

17.48(3.44)16.42(2.96)16.45(3.83)

17.77(3.46)17.99(2.97)18.33(2.82)

17.51(3.86)16.97(3.39)15.98(3.12)

15.92(3.31)16.05(3.28)15.71(3.16)

17,05(4.95)15.48(4.77)16.62(4.63)

12,42(4.15)12.85(4.13)12.98(3.75)

20.06(3.48)20.32(3,09)19.93(3.24)

20.13(2.29)

17.81(2.94)

19.43(2.15)

16.04(2.85)

18.11(2.58)

16.35(2.97)

15.43(3.07)

15.85(4.18)

13.15(3.25)

20.25(2.84)

25.025**

2.552

14.862**

4.601**

0.525

3.808*

0.910

2.717*

0.795

0.281

自我同一性地位

達 成 モ ラ トリア ム 早 期 完 了

(N=132)(N=73)(N=95)

拡 散 分 散 分 析

(N=143)F(3,439)

学

業

領

域

価 値 観

1.自 己 成 長 性

II.経 済 的 安 定 性

IIL自 立 性

r1.身 体 的 活 動

V.対 人 志 向 性

VI.愛 他 性

WI.社 会 的 評 価

皿.家 庭 生 活

D(.学 歴 尊 重

X。 健 康 性

21.58(2.02)

17.18(3.12)

20.73(2.02)

17.14(3.09)

17.95(3.17)

17,53(3.31)

15.80(3,22)

16.33(4.59)

12.62(3.88)

20.15(3.00)

21.33(2.30)

17.64(3.51)

20.23(2.37)

16.27(3.44)

17.85(2.94)

16.73(3,35)

16.27(3.15)

16.14(4.96)

13.78(4.16)

20.11(3.31)

21.00(2.33)

17.32(3.25)

20.32(2.31)

16.52(3.39)

18.12(2.98)

16,92(3.59)

15,93(3.40)

15.73(4.80)

12.83(3.66)

20.24(3.43)

20.46(2.26)

17.83(3.02)

19.53(2.27)

16.29(3.04)

18.12(2.79)

16.09(3.22)

15.34(3.05)

16.45(4.43)

12.54(3.62)

20.28(2.98)

6.263**

1.108

6,765**

1.982

0.186

4.231**

1.527

0.507

1.922

0.064

*:p<
.05**:p<.01

一44一

N工 工一ElectrOnicLibrarySe-vice



OtemaeUnlverSlty

大手前女子短期大学 ・大手前栄養文化学院 ・大手前ビジネス学院 「研究集録」第14号(1994年)

IV.ま と め

以上、短期大学生 と四年制大学女子1・2年 生の比較 を通 して、青年期女子の性役割形

成 と自我同一性地位 と価値観 との関連を検討 してきた。四年制大学生女子を1・2年 生に

限定 したのは、短期大学生 と年齢差 をな くす ことで、 より人格形成 の各要因の比較 を明確

にす るためであった。

まず、第一 に性役割 と自我 同一性地位 の 「探索」お よび 「傾倒」 との関連 を検討 した。

短期大学生 も四年制大学生女子 も職業領域及び価値領域 の自我 同一性地位 と性役割 とが深

く関係 してい ることが示 されたが、学業領域 においては、短期大学 生では行動的女性性が

深い関連 を持 つのに対 して、四年制大学生女子は統合的女性性 と関連 してい ることが示 さ

れた。 この ことは、短期大学 に進学す る学生は、いわゆ る伝統的 な女性性を獲得 している

のに対 して、四年制大学へ進学 した女子に とっては、統合的女性性を獲得 していると考 え

られ る。 しか し、短期大学 と四年制大学 との進学動機の違 いや大学在学期間の相違 も考 え

られ、今後検討す る必要があ るだ ろう。

第二 に、性役割 と価値観 との関連 を検討 した。短期大学生では、統合的女性性役割 の獲

得 には、他者への援助 や家庭生活、健康性 とい う価値 を志 向 しないことが理解で きた。 ま

た、行動的女性性役割 と、経済的な安定を志 向す ることとは、関係がなかった。 さらに態

度 ・関心的女性性役割 と、すべての価値 とは関係 があることが理解で きた。

四年制大学生女子では、性役割のすべての尺度で経済的な安定性や学歴 を尊重す るとい

う2つ を除 いた8つ の価値を志 向 していることが理解で きる。

第三に、価値観 と自我 同一性地位の 「探索」お よび 「傾倒」 との関連 を検討 した。 その

中で、四年制大学生女子 は自己の生 き方 を探索 し自己投入す る うえで、経済的な安定 を志

向す ることは、マイナスに作用す るとい うことであ り、 自己の人生設計 と経済的 に安定す

ることとは相反す る関係 を示 した。

第四 に、性役割 と自我 同一性地位 との関連 を検討 した。将来の職業や 自分の信念や生 き

方 においては、 自我同一性を達成す ることと性役割 を獲得す ることとは深 い関係 にあ るこ

とが理解 で きる。 しか し、将来進学 したい学科や専攻 を選択す る:場合 に、短期大学生は、

自分 の適性や能力とい う要因 よりもむ しろ"キ ャソパスの美 しさ"や"フ ァッシ ョソ性"

な どの要 因を重視 してい ると思われ、 この ことは芳 田(1992)の 「短期大学への進学決定要

因」 の結果 を踏襲す るものといえる。

最後 に、価値観 と自我 同一性地位 との関連 を検討 した。総体的に言 えることは、 自己の

成長 に係 わる価値観 をもつことと自我 同一性 地位において探索 を経験 したのちに 自己投入

するとい う 「達成」 とが深 く関わっていると推察で きた。

この様 に短期大学生 と四年制大学生の比較 を通 して青年期 の人格形成の中心的課題であ
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る性役割形成 と自我同一性地位 と価値観 との関連 を検討 したが、短期大学 同士 の比較、 ま

た同属間 の比較 など、検討 する余地 があ り、今後 さらに検討 を重ねてい きたい。
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付表1価 値観尺度の項目

1.自 己成 長 性

1.自 分 の能 力 を 高 め る こ と

11.人 間 と して 成 長 す る こ と

21.自 分 の心 を豊 か にす る こ と

31.新 しい ことを発 見 した り、 考 え た りす る こと

II.経 済 的安 定 性

2.安 定 した収 入 が あ る こ と

12.経 済 的 に豊 か な 生 活 を す る こ と

22.金 銭 的 な心 配 の な い こ と

32.高 い収 入 を得 る こ と

IIL自 立 性

3.自 分 に責 任 を もつ こ と

13.自 分 の力 で問 題 を解 決 す る こ と

23.自 分 の信 念 や考 え に忠 実 で あ る こ と

33.自 立 す る こと

ハ1.身 体 的 活 動

4。 身 体 を使 っ て活 動 す る こ と

14.運 動 や ス ポ ー ツ をす る こ と

24.自 分 の 体 力 を使 う こと

34.身 体 を きた え る こと

V.対 人 志 向 性

5.他 の 人 々 と一 緒 に もの ごと をす る こ と

15.グ ル ー プで 活 動 す る こ と

25.友 人 が 多 い こ と

35.友 人 と一緒 に 時 間 を過 ごす こ と

w.愛 他 性

6.社 会 の た め に 貢献 す る こ と

16.他 の人 々 の役 に立 つ 人 間 に な る こ と

26.社 会 の幸 福 と平 和 の た め に 尽 くす こ と

36.他 の人 々 の た め に な る仕 事 を す る こ と

皿.社 会 的 評 価

7.他 の人 々 か ら認 め られ る こ と

17.重 要 な人 物 と して認 め られ る こ と

27.自 分 の能 力 が高 い評 価 を受 け る こ と

37.他 の人 々 か ら注 目 され る こ と

皿.家 庭 生 活

8。 子 ど もを もつ こ と

18.結 婚 す る こ と

28.満 足 で き る結 婚 生 活 を お くる こ と

38.家 庭 を もつ こ と

D(。 学 歴 尊 重

9.よ い学 校 に入 る こ と

19.有 名 な大学 に進 学 す る こ と

29.試 験 で トップ ク ラ スの 成 績 を と る こ と

39.む ず か しい学 校 に 合 格 す る こ と

X.健 康 性

10.健 康 に 注 意 す る こ と

20.病 気 や ケ ガ を しな い こ と

30.健 康 で あ る こ と

40.身 体 を い た わ る こ と

付表2新 性役割尺度の項目

(男性用) (女性用)

1.統 合 的 男 性 性

1.親 切 で あ る

7.思 いや りが あ る

13.や さ しい

19.良 心 的 で あ る

25.人 に 気 配 りが で き る

31.や さ しい 声 で 話 す

1.統 合 的 女 性 性

4.行 動 的 で あ る

10.積 極 的 で あ る

16.自 分 の 意 見 を主 張 す る

22.意 欲 的 で あ る

28.陽 気 で あ る

34.態 度 が は っ き り して い る

II.行 動 的 男 性 性

2.強 引 で あ る

8.支 配 的 で あ る

14.独 立 心 が つ よい

20.冒 険 心 が つ よい

26.短 期 で あ る

II.行 動 的女 性 性

5.協 調 性 が あ る

11.女 ら しい

17.人 に信 用 され る

23.心 の傷 つ い た 人 を な ぐさめ る

29.幸 せ を感 じる
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32.男 ら し い 35.人 を ほ め るの が好 きで あ る

IIL態 度 ・関 心 的 男 性 性

3.物 事 を理 論 的 に考 え る

9.知 的 で あ る

15.仕 事 の手 腕 が あ る

21.機 転 が き く

27.数 学 や科 学 が好 きで あ る

33.創 造 的 で あ る

IIL態 度 ・関 心 的女 性 性

6.感 情 的 で あ る

12.傷 つ きや す い

18.嫉 妬 深 い

24.安 心 を求 め る

30.す ぐに泣 く

36.空 想 的 で あ る

付表3自 我同一性地位尺度の項 目例(*は 逆転項 目を示す)

A,職 業 領 域

(1)探 索(Exploration)

1.私 は、 自分 が ど ん な職 業 に つ きた い の か 、 あ れ これ と悩 ん だ こ とが あ る

3.私 は、 将 来 の職 業 に つ い て 、 い ろ い ろ な面 か ら検 討 して み た こ とが あ る

5.私 は、 将 来 の職 業 に つ い て 、確 か に相 談 した こ とが あ る

(2)傾 倒(Commitlnent)

・2.私 は、 自分 が本 当 に や って み た い仕 事 が 何 な の か 、 まだ よ くわ か らな い

4.私 は 、 自分 が どん な職 業 に つ くか 、 す で に 決 心 して い る

6.私 は 、希 望 す る職 業 に つ くた め に 、 資 格 を 取 った り、 専 門 的 な 勉 強 を して い る

B.価 値 領 域

(1)探 索(Exploration)

*1.私 は 、 自分 の 生 き方 に つ い て は 、 あ ま り深 く考 えた こ と が な い

3.私 は 、 自分 の 生 き方 に つ い て 、 い ろ い ろ と考 えた こと が あ る

5.私 は 、 小 さい 頃 か ら持 って い た 価 値 観 や 信 念 に、 疑 い を もっ た こと が あ る

(2)傾 倒(Commitment)

・2,私 は 、 自分 の 生 き方 に つ いて 、 あ ま り自信 が な い方 で あ る

4.私 は 、 は っ き りと した人 生 の 目標 を もって い る方 で あ る

*6.私 に は 、 「これ が 自分 の人 生 だ」 と 自信 を も って言 え る もの が な い よ うに思 う

C.学 業 領 域

(1)探 索(Exploration)

1.私 は、 自分 の専 攻 を選 ぶ と きに 、 い ろ い ろ と悩 ん だ 方 で あ る

*3.私 は、 自分 の専 攻 に つ い て 、 あ ま り深 く考 えた こ とが な い

5.私 は 、現 在 の専 攻 を選 択 す る際 に 、 自分 の 適 性 や 能 力 につ いて 考 えて み た こ と が あ る

(2)傾 倒(Commitment)

1.私 は 、現 在 の専 攻 に つ い て勉 強 す る こ とが 楽 しい

2.私 は 、 この専 攻 を選 択 した こ と に満 足 して い る

3.私 は 、 自分 な りに 、 現 在 の 専 攻 に打 ち込 んで い る と思 う。
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